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15:20～15:50

表象って何だ？　表象文化って何だ？

ミニ講義

風間　末起子　教授学科紹介 13:40～14:10

15:20～15:50

鬼を描く、鬼を語る―『酒呑童子』の文化史

宮腰　直人　准教授ミニ講義

森山　由紀子　教授学科紹介 13:40～14:10

15:20～15:50

nLDK平面プランと住まい方
奥田　紫乃　教授ミニ講義

奥田　紫乃　教授学科紹介 13:40～14:10

15:20～15:50

食品添加物を考える　－ゼロリスクという幻想―

西村　公雄　教授ミニ講義

西村　公雄　教授学科紹介 13:40～14:10

時間
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英語英文学科

食物栄養科学科

日本語日本文学科

人間生活学科

福島　祥一郎　助教
皆さんは異なる文化を理解しようとするとき、どのようなやり方をしているでしょうか？　
一般的には、その土地に旅行したり、その場に住む人たちと交流したりすることが、まず浮か
ぶかもしれません。もちろん、それらは理解への大きな助けとなります。ただ、それだけでは
足りない、というのも事実です。そんな時、「表象」ということばが重要になります。今回
は、この「表象」ということばをキーワードとして、文化を考える際になぜ「表象」が大切に
なるのか、主にアメリカの絵画や文学作品を用いながらお話ししたいと思います。

日本の住宅では、「2DK」や「3LDK」等の平面プラン（間取り）が一般的ですが、このよう
なプランはどのようにして生まれたのでしょうか。nLDK型平面プランが生まれた時代背景を
探るとともに、現代の住まい方に対応する空間構成について考えてみましょう。

「食の安心安全」について語られるとき，食品添加物ほど悪者扱いされるものは，無いよう
に思います。どうして，食品添加物が必要なのでしょう？天然や無添加は安全なのでしょう
か？食品添加物を通して「食の安心安全」を見つめたいと思います。

日本にはたくさんの不思議な物語が伝わっています。今回は、鬼退治の物語として知られる『酒
呑童子』を取り上げ、江戸時代の人びとがどのように鬼の物語を楽しんでいたかを考えてみたい
と思います。絵巻や浮世絵など、日本の視覚文化研究の一端をご紹介します。




